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（2）主な機能 

①インタラクティブな広告掲出機能 

 タッチパネル式デジタルサイネージによるインタラクティブな広告画像や映像を掲出。 

 画像認識センシング技術によって、性別や年代属性を識別し、ターゲットに適した広告・サン

プリングを実現。 

②サンプル品クーポンのシェア、拡散 

 来店者は QR コードや SMS でデジタル形式のクーポンを取得でき、SNS を活用して友人や家

族にシェア、拡散が可能。 

③プライバシーに配慮したマーケティングデータの収集・蓄積 

 クーポン取得者の属性情報は、個人情報を含まないデータ形式へ変換し、収集・保存。また、

サンプル品受け取り後のアンケート回答情報と紐づけてデータを蓄積することが可能。 

 

（3）各社の役割 

 大広 

・本ツールの企画およびプロジェクト運営 

・本ツールのマーケティング活用に関する戦略および施策の立案 

 インタレストマーケティング 

・本ツールのシステム設計・開発・運用 

・本ツールと SNS の連携機能の開発 

 NTT 西日本 

・顔認証カメラやサイネージ等を含めた ICT 環境の提供 

・ICT ソリューションの構築・運用実績から得た技術、ノウハウの提供 

 

3. テスト導入について 

システムおよびマーケティング効果の検証を目的として、本ツールを試験運用致します。 

（1）場所 

KUZUHA MALL（くずはモール本館）ハナノモール 1F （大阪府枚方市楠葉花園町 15-1） 

 

（２）期間 

2016 年 3 月 12 日（土）～25 日（金） 

 

（３）サンプル品の内容※2 

「グミサプリ」をはじめ、「ぷっちょ」「コロロ」「e-ma のど飴」など、UHA 味覚糖の人気商品のサン

プリングを実施します。「グミサプリ」は女性のニーズに合わせた成分ごとのラインナップを用意

しており、プレゼントウォールの特徴である属性にあった商品サンプルを展開する予定です。 
※2 各サンプル品は数量に限りがございますので、お早めにご来店ください。 

 

（４）サンプル品提供企業 

UHA 味覚糖株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：山田 泰正） 

 

4. 今後の展開 

今後、大広とインタレストマーケティングは、本ツールのテスト導入で得た知見を基に、新たなO2O

コミュニケーションをご提供すると同時に、収集・蓄積されたデータの解析によって、幅広いマーケテ

ィング・ソリューションをご提案してまいります。 

また、ＮＴＴ西日本は、様々なパートナーと共に、店舗以外にも観光や防災、交通・旅行等の様々

な場面におけるサイネージを活用したビジネス推進に取り組んでまいります。 

 

5. お問い合わせ先 

大広 総務局広報部 

担当：長谷川   TEL：03-6364-8601  

インタレストマーケティング 

担当：エンカツ社 （宇於崎、田中、石川）  TEL：03-6417-1887  

ＮＴＴ西日本 関西事業本部 

担当：山名、舘森    TEL：06-6120-7288

審査 15-2749-1 
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